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石油業における高度情報化

石上尚希＊

Naokilshigami

2原油の手当から物流までの情報システム1．はじめに

石油と情報との関連で真っ先に想起されることは1973

年後半に勃発した第一次オイルショックとそれにつな

がる物不足，狂乱物価への連鎖である．

情報量の不足や誤って伝えられる噂の伝播など，情

報判断の困難さについて，我国は高価な代償を支払い

且つ試行錯誤を繰り返しながらも大きな教訓を得てき

た．

以後，石油は一時的には政治的商品として利用され

た時期もあったが，現在は需要と供給のバランスに基

づく国際商品としての位置付けを確保してきている．

世界の原油や金融情勢の目まぐるしい動きへの対応

から始まって，国内の市場の動き・消費や流通形態の

大きな変革のなかで，石油業における情報の価値はき

わめて重要なものとなってきている．

2．1需給調整

(1)原油マーケット情報

石油業界は安定供給のために,90日備蓄の厳守・長

期契約による安定供給源の確保など，さまざまな経営

努力を払い，安定供給に対して万全な体制を確立して

いる．

このような状況下で，低廉な供給を目的に海外シス

テムが組織的に構築されている．即ち，日本～東南ア

ジア～中東～欧州～米国～日本と地球上にくまなく支

店を配置し，24時間の情報監視体制をしいて，原油の

売買に，タンカーの船腹調整に，外国為替などの各種

金融情報の把握の的確な対応に，あるいは各種のエネ

ルギー関連データベースの利用など，情報の分析・活

用を図っている．

これらの情報をさらに有機的に活用すべく通信網の

充実が図られており，従来のテレックス，ファクシミ

リだけではなく，パソコンを利用した方法へと強化し

てきて，今後は，これらの一元化された情報について

も，さらに利用し易い形での提供を検討していこうと

している．

(2)需給調整システム

石油製品の需要は図-1に示すとおり，揮発油からA

重油までの比率が急速に増加（白油化）してきている．

このような需要を満たすために，どの様に供給をつけ

油田の探査，開発など

原油の輸入，タンカー運航など

’

原油の精製，設備の保守なと

’

船舶，タンクローリー運行など

’

ガソリンスタンド，

灯油・プロパン販売店なと 弓曼:1画■ジェット燃料

J卿鰐
溌

＝ ･
＝

I＝‐

■
ー＝■

5 9 印 年 庶

門
川
州
〕
｜
篝
一
■
■
印
製

澤
↑
↑
↑
ゞ
一
・
↑
》
一
．
一
ゞ
｝
油

二
Ｍ
Ｍ
二
三
■
墨
露
■
■
■
託
石

一
’
’
一
‐
三
一
■
塵
■
‐
ご
■
■
弱
刊

。
↑
・
ゞ
一
一
↑
．
《
図

画
函
墓
国
璽
璽
瓢

一
Ｌ
』
１
ｌ
ト
ー
ｌ
ｌ
Ｌ
１
１
１
Ｌ

ｍ
帥
印
岫
沁
０

画
冊
幽
■
簔
岸
卜
」

石油の流通は以上のようになっているが，本稿では

石油業の範囲を限定して石油元売りの原油手当から物

流までと小売段階について述べてみたい
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石油製品需要構成の推移
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表1主要原油の性状

れば最適になるのか，という需給調整の問題が石油業

にとって最大の課題の一つである．

石油製品は連産品であるため，必要な油種を増産し

ようとした場合でも，不必要な油種も同時に生産され，

不良在庫化する宿命にある．この不良在庫化を避ける

ための工夫が需給調整である．例えば，需要の白油化

への対応としては次の

・原油処理油種の軽質化

・2次精製設備での増処理および能力増強

・製品の購入および輸入など

のような手段が考えられるが，これらの対応策の中か

ら，経済性や市場の動向などを勘案して，今後の変化

に対応するわけである．

即ち，生産をした方がよいか，製品輸入や国内で購

入した方がよいのか，といったことである．次に原料

である原油はどのような品質のものを選択すればよい

のか，どの製油所を稼動させたらよいのか，精製設備

の稼動はどうすべきか，などの問題を同時並行で解決

していかなければならない．

例えば我国に輸入される原油の種類は数10種にも及

び，代表的な原油を表1にまとめているように，それ

ぞれの性状は非常に大きな差があり，最適な原油選択

をすることは複雑な問題である．

この問題解決のために，石油業では従前から線形計

画の手法(LPモデル）を採用している．LPモデルの

内容は販売数量・価格，製油所のオイルフロー，物流

のフロー・輸送コストなど石油業全般をカバーするも

のとなっており，モデルの大きさは式で4,000式,変数

の数は6,000～8,000程度の膨大なモデルになっている．

(3)最適原油配船システム

このシステムは，原油を輸送するマンモスタンカー

運航の最適化を図るもので，運航情報原油の油種別

在庫情報各製油所の通油計画，原油の出荷予定など

のデータを入力し，タンカー運航の最適化をサポート

するシステムである．

これらはすべてオンライン化されており，担当者の

端末から検索することができ，各担当者は画面を見な

がら，船腹のバランスをチェックし過不足を調整した

り，入港日を変更をするために経済的な運航速度を算

出し，配船・運航の最適化を図っている．

2．2生産

(1)最適生産計画

このシステムの目的は，本社の方針に基づいて立案

される，或る期間のなかでの製油所の生産計画を最適

化するものであり，つぎの4つのサブシステムから構

成されている．

、原油計画…………原油の処理油種，揚げ荷などの

決定

、装置稼動計画……製品の過不足を生じさせない各

種2次装置の稼動の決定

・オーダー管理……本社からの入出荷予定を円滑に

実行するための運用タンクの決

定

、用役計画…………各種精製装置の稼動に必要な用

役をムダなく供給するための用

役装置稼動の決定

これらのサブシステムは相互に密接な関係を持ちシ

ステム間で情報の授受を行いながら，製油所の生産活

動全体を最適化している．

生産工程の流れと各サブシステムの位置付け，およ

び各サブシステム間の相互の情報の関連を，図-2,図

-3に示す．

(2)製油所操業管理システム

石油精製設備の制御システムについてはかなり以前

から実施されているが，製油所全体の統合化されたシ

ステムはまだ完成されているとはいえない状況である．

このような状況を改善する目的で開発したのが製油所

操業管理システムである．

－79－

産油国 サウジア
一

フ ビア アブタ'ビ ブルネイ 中国

原油名
イト

フ
ラ

ー
フア アラブ

″、ビー
マーノミン

セリア

ライト
大慶

原油

一 般

性状

API比重

硫黄分W%

流動点℃

33

1.8

-35以下

28.1

2.87

-35以下

40.7

0.8

－25

36.4

0.05

+15

32.5

0.1

＋32．5

収率

VOL

％

ナ フ サ

灯・軽油

重油

０
５
４

２
３
４

17

20

62

28

33

37

26

48

25

11

15

74



エネルギー・資源80

ローシートは精製設備を構成する塔槽・機器類を記号

化表示しており，機器相互の関係が一目でわかる．一

例を図-4に示す．

しかしながら，一製油所で使用している機器類は10

万点以上にも及び，一人で管理することはとても無理

である．また，設備管理の観点からは，機器類の点検

についての計画・実績・管理，あるいは機器の在庫な

どのデータが必要である．これらの問題を同時に解決

すべく,CADシステムを使った図面管理とデータベー

ス・システムを使った設備管理とをドッキングさせた

システムが総合設備管理システムである．

2．3物流

(1)最適物流

石油の物流は，大別して製油所～油槽所～需要家

（ガソリンスタンドを含む)の3階層になっているが，

この間をタンカー・タンクローリー・鉄道．トラック

などの輸送手段を用いて供給している．

したがって，需要家までの配送をコストミニマムで

行うには，さまざまな方法が考えられる．このような

条件のなかで最適な解決策を求めるために，前段で述

べたような輸送型LP手法を活用し，最適解を求め,実

行に移している．

(2)海上輸送ノーオーダーシステム

製油所～油槽所の間はタンカーで輸送しているが，

数10隻におよぶタンカーの配船スケジュール作成の省

力化を目的に，このシステムを開発・運用している．

配船に必要な油槽所在庫生産情報，タンカー運航

情報などの諸情報から，配船予定の作成をサポートす

るシステムである．

(3)受注業務の自動化・省力化

スタンドなどの需要家からのオーダーの受注は

・音声応答システム

･POSシステムからの入力

などの方法を採用し，受注データの入力作業を極力

削減・自動化し，省力化を進めている．

(4)ローリーの出荷制御システム

出荷段階ではローリーの作業の安全性などの面でサ

ポートしているのが，このシステムである．

このシステムでは，カードシステムを導入して，石

油の積込時の誤操作・品種の間違いによるコンタミネ

ーション・オーバーフローの防止に役立てている．

(5)ローリー配車計画

1ケ所数100台のローリー配車について，従来は人手

に頼ってきている．配車業務は道路状況・車輌の状況，
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図－2生産工程と各サブシステムの位置づけ

稼動中の精製設備の運転データを中央のコンピュー

ターに収集し，刻々変化する設備の稼動状況を製油所

全体で管理し，状況に応じた変更指示を決定し，より

木目の細かい管理を実行し，より一層の効率化を目指

している．

このシステムは次のようなシステムから構成されて

おり，各システム間はデータで結ばれ，製油所全体で

の最適化を実現している．

・運転管理システム

・用役管理システム

・環境管理システム

・品質管理システム

・油量実績システム

今後の課題として，運転および機器の異常診断シス

テムなど,AI技術を導入して，事故防止やコストの

低減を図っていかなければならないであろう．なおこ

の動きは石油会社単独だけではなく，業界ぐるみの活

動として石油産業活性化センターでも,AI導入を目

的に高度制御分科会を発足させ，最適化制御に取り組

んでいる．

(3)CADを活用した設備管理システム

このシステムは総合設備管理を目指したもので，精

製設備の塔槽・機器類などのフロー図面を，ディスプ

レイ上に表示し,調べたい機器があればカーソルをその

場所に移動させることによって，対応する機器の点検

・検査の状況を把握するといったシステムである．フ

タンク在庫入出荷データ品質データ

一 一 一

図－3サブシステム間の情報の流れと相互関連
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図-4CADを利用した設備管理

配達の時間，運転者の健康状態あるいは納入先の制約

など，さまざまな条件を頭に入れた所謂プロフェショ

ナルな業務であった．

これをデータベースの活用と配車のロジックとをシ

ステム化したのが，ローリー配車計画システムである．

現段階で，100％の配車は無理であるが，データベース

とロジックを充実させていき，配車の自動化を進めて，

効率化を高めていきたい．
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図－5欧米の固定給油所数推移

3ガソリン及びLPガス販売での情報システム

3．1ガソリンスタンド

(1)経営事務効率化のためのPOSシステム

図-5に示すとおり欧米では激しい販売競争の結果カ

ソリンスタンドの数は減少傾向にあるが，我国でも，

現在熾烈な販売競争を展開している．このような厳し

い環境に対処するため，次のような目的で新POSシス

テムを開発した．

･SS経営事務の省力化と販売力の強化

・迅速正確な情報把握と最適商品供給

・システムの統一化

さらにこれらの目的を安価に達成するため，

・データ伝送の夜間オンラインシステム

(POS端末～計算センター）

・計算センターの空時間を利用した夜間処理

・バーコードによる入力の簡素化，誤入力防止

など使い易いシステムを構築している．

POS端末機の構成および日次処理の概要については，

は，図-6,図-7に示すとおりである．

－81－

:竺摩一一



エネルギー・資源82

・徹底したアイテム管理

。売れ筋，死に筋商品の把握

・無駄のない商品の発注と補充

・適正在庫と仕入コストの低減

などを狙いにしたシステムを運用している．

(3)顧客のニーズをとらえるクレジットシステム

石油各社は，昭和40年代の後半，相次いでクレジッ

トカードシステムの開発・導入を行った．それらは一

般的に，「オイルカード」といわれるもので，使用場所

がガソリンスタンドに限定されていたが，「キャッシュ

レス」「全国どこでも」という顧客にとっての利便性と，

｢請求・代金回収の事務省力化」というスタンド業界に

とっての利点により，個人客を中心に普及してきた．

しかしながら，ここ数年来のカード化社会の進行は，

国内外の多数の店舗での流通，キャッシング・ローン

など金融サービスの付加など，より多目的なクレジッ

トカードを生み出しており，カード普及率も50%を越

える状況に至っている．

このような環境下，石油業界としても積極的に「オ

イルカード」から「多目的カード」への転換を進めて

おり，自社開発，クレジットカード会社との提携によ

り，新しいクレジットカードシステムを展開中である．

また，自社のクレジットカードの促進とともに，銀

行系クレジットカード・信販系クレジットカードなど

社外のクレジットカードの受け入れにも積極的に取り

組んでおり，カード化社会への対応を図っている．

ハード的には，クレジットカードシステムの計算セ

ンターとスタンドのPOS端末機とがネットワークで接

続され，スタンド事務の省力化や情報の活用に一層の

効力を発揮している．

今後の展開として，クレジットカードを媒体として，

お客さまのニーズに合った商品，生活提案をすべ<，

通信販売システムなどへと発展させようとしている．

(4)サービス向上を目指したCAIシステム

従来から石油各社はスタンドでのサービスカを向上

させる目的で，スタンドメンバーの技術力向上のため

自動車周りの教育を実施してきている．

この教育をより一層充実するために構築されたもの

がコンピューターを利用した教育システム(CAI)であ

る．システム構成は図-8の通りである．

これにより生徒は自分のペースで学習を進められ理

解できるまで反復が可能であり，一方先生の方は生徒

の学習状況を一括して管理できるほか，任意の生徒に

対して進捗に応じた個人指導が可能となり，より効果
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図-7POSシステムでの日次処理

(2)スタンドからショップへ………商品の多角化

ガソリンスタンドは小売業としての最適立地と消費

財の供給基地という条件によって，集客力に優れた能

力をもっている．このような利点を活かし，お客さま

のニーズに応えるべく，ガソリン以外にもカー用品を

中心とした消費財の供給基地化を目指している．

このような目標を具体化する為，カーライフを中心

にお客さまに生活提案ができるような商品の多角化を

はかり，売り場の演出などを工夫すること，即ちショ

ップ化が必要になっている．ショップではガソリン給

油時に，魅力のあるカー用品の紹介，各種ドライブ情

報の提供などを通して，お客さまに楽しいカーライフ

のオアシスとなることが不可欠である．

これらを実現するために，前段で説明したPOSシス

テムを更に充実させ，
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安点検が法的に義務付けられている．

メーター・ガス漏れ警報器の耐用年数や取替情報，

ガス器具・配管などの設置状況や耐用年数期限に関す

る情報あるいは保安点検の実施時期や期限管理とい

った情報など，保安に対する徹底的な情報システムが

準備されている．

(3)ガスもれなどに対するセキュリティーシステム

前段のオンラインシステムをお客さまのところまで

広げたのが，ホームセキュリティ・通報システムであ

る．その機能は次のとおりである．

・万一ガス漏れが発生した場合，自動的にガスを遮

断するとともに，受信地への自動通報

・容器切替情報の通報によるガス切れ防止と配送の

合理化による低コスト化

・ガス使用量の通報による自動検針

・火災・防災・非常などのセキュリティ情報の，指

定連絡先への自動通報

このシステム機能により，お客さまへは安心と安定

供給を,LPG販売店には徹底した省力化とコストの低

減を実現させている．

(4)安全知識の広報活動システム

以上のように安全・保安に対する万全なシステム面

からのバックアップとともに，お客さまのLPGについ

受
鱗
者
端
末

図-8CAIシステム構成

的な教育が可能になっている．

(5)情報提供の場としてのスタンド

現在のガソリンスタンドは燃料の補給あるいはカー

用品の購入場所としてのイメージを強く持たれている

が，今後はさらにカーライフのためのオアシスとして

のイメージを打ち出して行く必要がある．

その一環として，自動車関連の情報提供の場所とし

て,CAPTAINシステムやパソコン通信などの通信手

段と各種データベースの活用を大いに図っていこうと

している．

3.2LPG販売店

(1)導管のない都市ガスをめざす供給安定システム

LPG販売店はお客さまに毎日使われる燃料の供給を

預かっており，地元との密着性が非常に高い小売り業

である．それだけにより木目の細かいサービスや情報

提供を実現して，信頼を向上させることが不可欠であ

る．

このためにはガス切れの防止，さまざまな問い合わ

せに対するスピーディーな対応などにより，供給安定

への信頼感をよりますことによって，導管のない代わ

りに家庭でも備蓄のできる安定性の高い燃料として再

評価を受けなければならない．

この実現のためにオンラインによるLPガスシステム

を開発している．ハンディターミナルを使った検針シ

ステム，オンラインによるタイムリーな検針データか

らの的確な配送指示にもとずくガス切れ防止システム，

ボンベの容器管理システム，保安管理システムなどか

ら構成されており，供給の安定化を果たすとともに，

LPG販売店の事務の省力化に多大な効果をもたらし

ている．

また，このようなLPG販売店のオンライン化は，情

報管理機能の充実もさることながら,LPG販売店に

おける業態革新の要となるものである．

(2)保安管理システム

お客さまの安全なLPG使用を維持する目的で，販

売業者に対して年1回の周知義務や，2年に1回の保

ﾛﾝ安全百科

篭
プロパンガスの安全百科

｜籾蘓淵:難

句「

鵜;

蕊
図－9安全知識の啓蒙
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ての知識をさらに向上していただくことを目的に，

CAPTAINシステムを利用して，安全知識の啓蒙活動

を行っている．

このシステムは，図－9のCAPTAIN画面に示すと

おり，プロパンガスの安全百科として，プロパンガス

に対する基本的な知識と，イザという時の心得から構

成されており，全国のどこからでも利用可能なシステ

ムとなっている．

4．まとめ

以上述べてきたように，お客さまへの高品質・低廉

且つ安定的な石油などの供給を目的に，小売・卸売．

物流・生産・原料の手当などさまざまな段階での情報

化を進めている．

‘このほか，社内の業務改善活動を支える一つとして

OAシステムがある．パソコンを使うというよりも，簡

易言語を広め，80％以上の人が使える状況になってい

る．

‘これまではスタンドアローンで，各自のデスクワー

クの効率化を進めてきているが，現状ではさらにホス

トコンピューターと接続して，より効率的な使い方を

－8 4 －
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している．例えば，全国各地の支店・出張所のパソコ

ンも東京の計算センターと通信回線で接続して，さま

ざまな経営情報をリアルに利用できる体制をととのえ

ている．

今後の課題としては，石汕精製設備の運転および機

器の異常診断など,AI技術を導入して，事故の防止

やコストの低減を図るとともに，生産計･mや配船・配

車業務などにも応用していきたい．

さらに，小売段階での情報化についても，データベ

ース利用・通信などの面で多機能化させた新POSシ

ステムを開発し，スタンド経営事務の省力化と販売力

の強化・迅速・正確な情報把握と最適商品供給などを

一層推進し，魅力のあるカー用品の紹介，各種ドライ

ブ情報の提供などを通して，お客さまに楽しいカーラ

イフのオアシスを提供していきたい．

また,LPG販売店については，オンラインシステ

ムを拡充・発展させることを通して，導管のない祁市

ガスの供給基地としてだけではなく，安全や文化など

のセンターとしても，地元に密符したサービス機関と

して位置付けていきたい．




